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世界知的所有権機関を介した 2021 年の全世界の知的財産権出願サービス件数が新記録を
樹立

世界知的所有権機関の統計によると、2021 年に全世界の企業や個人のイノベーション活動が新型コロナ

ウイルスの影響を克服し、世界知的所有権機関の特許、商標及び意匠特許などの全世界の知的財産権サー

ビス件数の新記録を動かした。

2021年、世界知的所有権機関の「特許協力条約」（PCT）を通じて出願された特許の国際出願件数は0.9％

増加して 277,500 件に達し、史上最多となった。世界知的所有権機関のグローバル商標 ( 商標の国際登録

のマドリード制度 ) と意匠 ( 工業製品の意匠の国際登録のハーグ制度 ) の出願制度はいずれも二桁の伸び

をみせ、新記録を打ち立てた。世界知的所有権機関のドメイン名抜け駆け登録禁止と仲裁および調停の活

動件数も最高値を樹立した。

中国は依然として PCT の最大ユーザー (69,540 件の出願 ) である。中国のファーウェイ（華為技術有限

公司）は既に公開された PCT 出願が 6,952 件で最多の出願人となった。
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中国がマドリード制度を利用して行った商標の国際出願件数は 3 位 (5,272 件 ) となった。中国のファ

ーウェイ（華為技術有限公司）は 98 件のマドプロ出願で商標の国際出願の 4位となった。

詳細情報は世界知的所有権機関のサイトで確認できる。

https://www.wipo.int/pressroom/zh/articles/2022/article_0002.html

国家版権局、WIPO 中国　より
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最高人民法院の知的財産権法廷が 2021 年度報告書を公表

2 月 28 日、最高人民法院の知的財産権法廷は 2021 年度報告書を公表した。

「報告書」では、2021 年の最高人民法院の知的財産権法廷の受理、結審件数、紛争のタイプ、審理期間、

裁判結果などのデータを公表しており、具体的には下表の通りである。

1. 事件の基本データ

2．事件の平均審理期間

3．事件の分類データ
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4．裁判結果のデータ
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最高人民法院　より

5．渉外、香港・マカオ・台湾関係の事件


